
JP 4667038 B2 2011.4.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内視鏡の先端に内視鏡付属品を装着するためのアダプタであって、
内視鏡付属品の中に装着可能な調心スリーブであって、内視鏡の先端を収容出来るように
構成された穴を有し、内視鏡の先端を該調心スリーブの中に挿入することに呼応して半径
方向に拡張可能な内側に延在する要素を複数有することで該調心スリーブが直径の異なる
内視鏡を収容できるように構成されていることを特徴とする調心スリーブと、
内視鏡付属品の基端と係合可能なカラーであって、前記調心スリーブの半径方向に拡張可
能な要素よりも基端側の箇所で内視鏡に装着可能なカラーと
を具備することを特徴とするアダプタ。
【請求項２】
付属品を内視鏡に装着するための方法であって、
規定された長さを有し内視鏡の先端部分の上に嵌るように構成された内視鏡付属品を提供
するステップと、
前記内視鏡の先端部分の上に前記内視鏡付属品を装着するためのアダプタであって、第１
の構成要素と第２の構成要素を含むアダプタを提供するステップと、
前記内視鏡付属品の先端に前記アダプタの前記第１の構成要素を挿入するステップであっ
て、該第１の構成要素は、前記内視鏡の先端を該第１の構成要素に挿入することに呼応し
て半径方向に拡張して直径の異なる内視鏡を収容できるように構成された半径方向に拡張
可能な要素を含むことを特徴とするステップと、
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アダプタの第２の構成要素を前記付属品の基端に挿入するステップと、
前記アダプタの前記第１の構成要素と第２の構成要素によって前記内視鏡付属品がその長
さに沿って支持され前記内視鏡の上に保持されるように前記内視鏡付属品を内視鏡の先端
部分の上に置くステップと、
を含む方法。
【請求項３】
内視鏡付属品装着用アダプタのキットであって、
内視鏡付属品の先端に装着可能な調心スリーブであって、内視鏡の先端を該調心スリーブ
に挿入することに呼応して半径方向に拡張して直径の異なる内視鏡を収容できるように構
成された半径方向に拡張可能な要素を複数具備する調心スリーブと、
前記調心スリーブよりも基端側で内視鏡に装着可能で、内視鏡付属品の基端部分と係合可
能な複数のカラーであって、各々が該キット内の他のカラーとは異なる直径の中心穴を有
する複数のカラーと、
を具備することを特徴とする内視鏡付属品装着用アダプタのキット。
【請求項４】
ゲージブロック式内視鏡測定ツールをさらに具備する、請求項３に記載のキット。
【請求項５】
前記調心スリーブは、その先端において当接面を有し、該当接面は、前記内視鏡付属品の
一部であって半径方向内側に延在する一部と係合して、該内視鏡付属品の中に該調心スリ
ーブが挿入できる限界を画成することを、更に、特徴とする請求項１記載のアダプタ。
【請求項６】
前記調心スリーブは、基端部分を含み、前記半径方向に拡張可能な要素は、円周方向に沿
って間隔をおいて先端方向に延在するフィンガーであって前記調心スリーブの前記基端部
分から延在するフィンガーを含むことを特徴とする請求項１記載のアダプタ。
【請求項７】
前記半径方向に拡張可能な要素の先端は、半径方向内側に延在するリップであって、前記
調心スリーブの中に挿入された内視鏡の先端に当接して該内視鏡の上の前記調心スリーブ
の位置を制限するように構成されていることを特徴とする請求項６記載のアダプタ。
【請求項８】
前記調心スリーブの基端部分が半径方向に拡張し易くするために前記調心スリーブの基端
部分に長手方向に延在するスロットを含むことを、更に、特徴とする請求項６記載のアダ
プタ。
【請求項９】
前記カラーは、基端と先端を有し、その基端に半径方向に延在するフランジを含み、該フ
ランジは、内視鏡付属品の直径よりも大きな直径を有することを特徴とする請求項１記載
のアダプタ。
【請求項１０】
前記内視鏡付属品は、前記内視鏡に装着可能な封止リングを含み、該カラーは、その先端
に円周に沿ったリブを含み、該リブは、封止リングの内側の円周に沿った表面に形成され
た円環状の溝に受け入れ可能であることを特徴とする請求項９記載のアダプタ。
【請求項１１】
内視鏡付属品に対応する制御要素が前記カラーを越えて基端側に延在できるようにするた
めに前記カラーの基端側フランジに形成された開口部を、更に、含むことを特徴とする請
求項９記載のアダプタ。
【請求項１２】
内視鏡の先端に装着可能な内視鏡付属品の一部にケーブルにより連結されたハンドルを有
し、前記カラーの各々は、該ケーブルがカラーの基端側に延在出来るようにカラーフラン
ジの一部に切り欠きを有することを特徴とする請求項３記載の内視鏡付属品装着用アダプ
タのキット。
【請求項１３】
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前記内視鏡付属品は、内視鏡に装着可能な封止リングを含み、前記カラーは、該封止リン
グに着脱自在に連結可能であることを特徴とする請求項１記載のアダプタ。
【請求項１４】
前記カラーの各々は、内視鏡の直径の限度内の範囲に対して受け入れ可能な中心穴を有し
、前記半径方向に拡張可能な要素の拡張範囲は、前記キット内の全てのカラーが受け入れ
可能な内視鏡の直径の範囲を包含することを特徴とする請求項３記載の内視鏡付属品装着
用アダプタのキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用の医療器具付属品およびそれを使用するための方法に関する。特に
、本発明は、内視鏡付属装置を内視鏡に装着するための装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、様々な疾病を遠隔的に評価し治療する目的のために、患者の自然の体腔を通
ってナビゲートすることができる細長い器具である。内視鏡は、その長さ方向に沿って画
像を医療提供者に伝える光ファイバ要素によって提供される観察能力を有する。内視鏡は
、身体の特別な治療区域をナビゲートするために、長さ、直径、可撓性、および、内腔構
成が、特別に構成されてもよい。そのように特別に構成された内視鏡は、たとえば、腹腔
鏡、十二指腸鏡、結腸鏡、Ｓ状結腸鏡、気管支鏡および尿道鏡として知られている。遠隔
観察能力と組み合わせて、内視鏡は、作業チャネルを提供するように構成されることが多
く、それを通って、シャフトに装着されたツールおよび医療器具がナビゲートされ遠隔的
に操作される。加えて、内視鏡シャフト自体が、内視鏡を通して部位を直接視覚化するこ
とを可能にしながら、内部治療部位で遠隔的に処置を行うための医療器具を担持すること
もある。
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６，３０６，０８１号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、様々な製造業者が販売している範囲の内視鏡サイズに容易に結合することが
できる内視鏡付属品を作る問題に対処する。内視鏡付属品は、たとえば、鉗子、バンド結
紮または縫合装置等の器具を含むこともある。装置は一般に、内視鏡シャフトの外部表面
の少なくとも小さな部分に装着する。付属品を内視鏡に取り付けるための一般的なメカニ
ズムは、摩擦係合による。付属品には、内視鏡の円筒形シャフト上に嵌ることができる円
形または半円形の断面を有する基端部分が設けられる。付属品の基端によって画成される
直径は、内視鏡シャフト表面に摩擦係合を提供するようなサイズに構成される。摩擦係合
を促進するために、弾性のあるガスケットまたはリングが、内視鏡シャフトと付属品との
間にさらに挿入されることもある。しかし、標準化された内視鏡サイズはなく異なる内視
鏡製造業者は異なる直径の内視鏡を作るため、選択された内視鏡付属品が内視鏡に摩擦係
合するのに適切なサイズであるのを保証することは、問題となることがある。選択された
内視鏡付属品が内視鏡の供給業者とは異なる供給業者によって製造されることもあること
を考慮すると、これは特にそうである。本発明は、様々なサイズの内視鏡シャフトへ確実
な装着を提供するために様々な内視鏡付属品と共に使用することができる装着アダプタを
提供するよう試みる。
【０００５】
　現在の内視鏡付属品装着技術の別の潜在的な問題は、内視鏡シャフトに対する付属品の
適切な支持および整列配置を保証することである。特に、内視鏡シャフトの先端の長さ方
向に沿って装着する円筒形レセプタクルを有する内視鏡付属品は、円筒形レセプタクルの
一方の端で摩擦係合する狭い円形区域によって適切に支持されないこともある。たとえば
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、円筒形付属品が装置の基端で単一の弾性のあるリングによってのみ内視鏡シャフトに係
合する場合には、付属品はその先端で整合不良になることもあり、そのため、内視鏡シャ
フトと同心ではない。付属品はこの場合、内視鏡の長手方向軸と整列配置せず、このこと
により、付属品が意図された治療部位に対して誤って位置決めされることを招きうる。本
発明は、付属品を内視鏡シャフトに調心し、これをその長さ方向に沿って同心に維持し、
そのため、内視鏡の長手方向軸と実質的に整列配置するアダプタを提供するように試みる
。
【０００６】
　本発明の目的は、様々なサイズの内視鏡を容易に収容する内視鏡付属品装着アダプタを
提供することである。
【０００７】
　本発明の別の目的は、付属品を内視鏡に適切に整列配置するのを確実にするために、付
属品と内視鏡との間に基端側および先端側の両方の係合場所で支持を提供する内視鏡付属
品装着アダプタを提供することである。
【０００８】
　本発明の別の目的は、内視鏡シャフトとの確実なインタフェースを提供するために、付
属品に別個に係合可能な２つの構成要素を具備する内視鏡付属品装着アダプタを提供する
ことである。
【０００９】
　本発明の別の目的は、内視鏡に装着する前に、アダプタの第１および第２の構成要素を
付属品内に挿入することを含む内視鏡付属品を装着する方法を提供することである。
【００１０】
　本発明の別の目的は、調心スリーブと、異なるサイズ範囲の内視鏡に対応する異なるサ
イズの複数のカラーと、を具備する内視鏡付属品装着アダプタキットを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、内視鏡付属品用の装着アダプタを提供し、それは、広い範囲の内視鏡のサイ
ズに適合性があり、付属品を内視鏡に固定する摩擦係合を提供する。アダプタは、付属品
を内視鏡シャフトと同心に調心するようにも作用する。現在の市販の内視鏡は、製造業者
によって様々な直径サイズで提供されている。アダプタは、内視鏡付属品を市販の内視鏡
とより普遍的に機能するようにするために、異なる内視鏡直径の範囲を受け入れるように
構成される。
【００１２】
　アダプタは、その先端を内視鏡に支持するために管状付属品内に挿入可能な調心スリー
ブと、内視鏡シャフトとの係合を提供するために付属品の基端に挿入可能な別個のカラー
と、を具備する。調心スリーブは、内視鏡シャフト表面に係合する弾性により半径方向に
拡張可能な要素を具備し、内視鏡シャフト直径と付属品の内径との間でクリアランスの変
化を吸収するように作用する。カラーは、内視鏡シャフトの外部表面と付属品の内部表面
との両方に摩擦係合する可撓性があり弾性がある材料から形成されてもよい。調心スリー
ブおよびカラーは、付属品を内視鏡の表面に保持しながら、軸方向に互いから離れて間隔
をおいてもよい。
【００１３】
　調心スリーブは、管状付属品の内部円周および内視鏡シャフトの外部表面に係合するよ
うに、管状形状であってもよい。長手方向スリットがスリーブの長さ方向に沿って形成さ
れてもよく、さらなる半径方向の可撓性を提供し、スリーブによって画成された内腔を通
る広い範囲の内視鏡直径を受け入れる。
【００１４】
　カラー(collar)は、好ましくはリング形状であり、内視鏡シャフトを受け入れるための
中心穴を有する。カラーは、中心穴を通る異なる内視鏡サイズを受け入れる際に限定され



(5) JP 4667038 B2 2011.4.6

10

20

30

40

50

た範囲の可撓性を提供するために、可撓性があり弾性がある材料から形成されることが好
ましい。好ましくは、カラーは、摩擦係合を創出するために内視鏡シャフトが中心穴を通
って滑り嵌めするような、必須のサイズおよび可撓性のものである。調心スリーブによっ
て受け入れられるものと等価の全種類の内視鏡サイズを収容するために、異なるサイズの
数種類のカラーにアダプタが設けられてもよく、全種類の市販の内視鏡サイズを収容する
ために、調心スリーブと組み合わせて交換可能に使用されてもよい。調心スリーブおよび
異なるサイズの数種類のカラーを具備するアダプタは、キットとしてエンドユーザに提供
されることができる。使用されている内視鏡の直径をユーザが識別するのを補助するため
に、内視鏡直径ゲージブロックがキットに設けられてもよい。内視鏡の直径を識別した後
に、ユーザは、使用されている内視鏡のサイズと適合するように、適切なカラーを選択す
る。３つのカラーは、所与の内視鏡の適切なサイズの選択を容易にするために、色でコー
ド化されてもよい。
【００１５】
　本発明の前述のおよび他の目的および利点は、添付の図面を参照して、下記のさらなる
説明から、より完全に理解される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　図に示される付属品装着アダプタ１０は、付属品を内視鏡に固定するために付属品の内
腔と内視鏡の先端との間に嵌る２つの別個の構成要素を具備する。２ピースアダプタ１０
は、複数の弾性のあるフィンガー１６およびサポートフィンガー１８（図２Ａ－Ｃにも示
される）内に形成された先端１７を有する調心スリーブ１５と、交換可能なカラー１４（
図２Ｄ）と、を具備する。
【００１７】
　アダプタ構成要素は、図３および４Ａの断面図に示されるように、内視鏡付属品１２の
内腔２０内に嵌る。構成要素は、内視鏡２６に装着する前に付属品の内腔２０内に挿入さ
れることが好ましいが、あるいは、まず内視鏡シャフトに置かれその後付属品がその上に
取り付けられるように構成してもよい。アダプタを付属品と組み立てるために、調心スリ
ーブ１５はまず付属品１２の内腔２０の基端１３を通って挿入され、フィンガー１６およ
び１８は先端方向に向いている。図３、４Ａおよび５Ａに示されるように、調心スリーブ
１５は、付属品内腔の先端２２へ押され、そのため、サポートフィンガー１８は内腔２０
の先端縁のまわりに形成された内側リップ２４に係合することができる。カラー１４は次
いで、付属品内腔の基端内に嵌る。付属品の長さに依存して、調心スリーブおよびカラー
は、付属品の内腔に組み立てられるときに、互いに接触しなくてもよい。図３、４Ａおよ
び４Ｂの例に示されるように、付属品は、調心スリーブおよびカラーの組み合わされた長
さよりも長く、したがって、カラーおよびスリーブは、内腔内部に組み立てられたときに
接触しない。むしろ、調心スリーブは、内視鏡に付属品の先端を位置決めするように作用
し、カラーは付属品の基端を位置決めするように作用する。
【００１８】
　調心スリーブおよびカラーが付属品内で位置決めされた後には、内視鏡２６の先端は、
カラー１４および調心スリーブ１５を通って、付属品の基端内に挿入されてもよい。内視
鏡は、内視鏡の先端面２５が弾性のあるフィンガー１６上で内向きに突出するリップ３８
に当接するまで、アダプタの中へ先端側に進み、これは下記に詳細に検討される。
【００１９】
　アダプタは、装置の付属品を内視鏡シャフトに同心に維持し、これを摩擦によってシャ
フトに固定式に保持する。円筒形でありかつ内視鏡シャフトの先端の一部の上に装着する
いずれの内視鏡付属品とともに、アダプタを使用することができることが企図される。ア
ダプタ構成部品は、摩擦によって付属品１２内に保持される。一例として、約１．１６３
センチメートル（約０．４６５インチ）の内径を有する内腔を有する付属品用に、調心ス
リーブは、約１．１５センチメートル（約０．４６０インチ）の外径および約１．０４セ
ンチメートル（約０．４１６インチ）の内径を有するサイズに構成される。３．８ｃｍの



(6) JP 4667038 B2 2011.4.6

10

20

30

40

50

オーダの長さの内腔を有する付属品については、調心スリーブは、長さがおよそ２．８１
３センチメートル（１．１２５インチ）であってもよく、基端部分２１は、その長さの約
１．６１３センチメートル（約０．６４５インチ）である。調心スリーブは、剛性ではあ
るが弾性のある材料、たとえば、ティコナセルコン（Ｔｉｃｏｎａ－Ｃｅｌｅｃｏｎ）Ｍ
２７０アセタールコポリマーから形成され、これは、スリーブがわずかに圧縮されて付属
品内腔内に取り付けられるのを可能し、次いで、内腔内部で解放された後に元の直径に拡
張する。拡張する調心スリーブは、付属品内腔の内部表面に係合する。さらに、調心スリ
ーブ１５には、その長さ方向に長手方向スロット３０が設けられてもよく、異なるアダプ
タ付属品に嵌る際にかつ異なるサイズの内視鏡を受け入れる際に更なる半径方向の可撓性
をアダプタに提供する。
【００２０】
　付属品１２および取り付けられたアダプタ１０が内視鏡２６の先端上に置かれるときに
、内視鏡外径と付属品内径との間の差は、弾性のあるフィンガーによりアダプタによって
吸収される。図１～５Ｂに示される調心スリーブ１５は、数個の弾性のあるフィンガー１
６が内視鏡シャフトと摩擦係合することによって、内視鏡直径の変動を補正する。弾性の
あるフィンガーは、基端１９で調心スリーブ基端部分２１と同一の長さを持ち、先端側に
かつ半径方向に内向きに延在し、そのため、フィンガーの先端２８は、調心スリーブ基端
部分２１よりも小さな直径を画成する。フィンガーの内向き撓みの角度は、スリーブおよ
び付属品内腔の長手方向軸から約７度のオーダにあってもよい。フィンガーの先端２８は
、半径方向に内向きに延在するリップ３８で終止し、このリップは、アダプタが内視鏡シ
ャフトに完全に座すときに内視鏡の先端面２５を捕らえる。リップは、弾性のあるフィン
ガーの長手方向軸へ約９０度の角度で突出するように形成されてもよい。組み立てられた
アダプタ１０および付属品１２が長手方向シャフト上を滑るときに、弾性のあるフィンガ
ー１６は、その弛緩した位置から、使用されている内視鏡シャフトを受け入れるのに必要
な程度まで、半径方向に外向きに押される。上記に説明された寸法の調心スリーブ用に、
幅約０．２５～０．５センチメートル（約０．１００～０．２００インチ）の３つの弾性
のあるフィンガーが、調心スリーブの円周のまわりに比較的均等に間隔をおかれ、内視鏡
シャフトと適切に係合すると信じられている。しかし、特定の用途に最適であるように、
弾性のあるより多くのまたはより少ないフィンガーが設けられてもよい。
【００２１】
　内視鏡に設置されたときに、スリーブの基端部分２１およびフィンガー１６は、半径方
向に外向きにわずかに応力を加えられ、調心スリーブの弾性のある材料のために内視鏡シ
ャフト表面に、対向する内向きの力を生成する。アダプタ本体およびフィンガーの内向き
に加えられた力は、シャフトとの摩擦接触を提供して確実な装着を提供し、均等に間隔を
おかれたフィンガーによって提供された力は、アダプタおよび付属品をシャフトに対して
同心に維持する。
【００２２】
　サポートフィンガー１８は、調心スリーブ１５から先端に向かって延在し、付属品１２
の先端２２をアダプタに対して支持し、付属品の先端のリップ２４との当接係合を提供す
る。サポートフィンガーは、弾性のあるフィンガーとほぼ同一の長さであるが、内視鏡の
先端面２５の位置を付属品に対して変動させるために、弾性のあるフィンガーよりも長く
ても短くてもよい。サポートフィンガーは、半径方向に内向きにテーパを付けるのではな
く、調心スリーブの基端部分２１と同一の長さを持って延在し、付属品内腔２０の内部表
面に接触したままである。均等に円周に沿って間隔をおかれた弾性のある３つのフィンガ
ー１６を有する調心スリーブに、２つのサポートフィンガーが、調心スリーブの円周に沿
って間隔をおいて置かれ、付属品に適切な支持を提供すると信じられているが、異なる数
のサポートフィンガーが設けられてもよい。
【００２３】
　ユーザは、使用される内視鏡の直径用に適切なサイズのカラー１４を選択し挿入するこ
とによって、付属品１２にアダプタ１０を組み立てるのを完成する。カラーは、付属品お
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よび内視鏡シャフトに良好な摩擦接触を提供してその間の相対運動を防止する可撓性があ
り成形しやすい材料から形成される。適切な材料の例として、ワッカー（Ｗａｃｋｅｒ）
３００３／５０ＬＳＲが挙げられる。各々が調心スリーブ１５と交換可能である複数の可
撓性のあるカラー１４（図２Ｄ）は、図７に示されるように、キット５０でユーザに提供
することができる。各カラーは、中心穴３２を有し、内径は、市販の内視鏡サイズ範囲の
限定された範囲に締まり嵌めするのに適切である。たとえば、市販の内視鏡サイズの広い
範囲に応えるために、異なる中心穴サイズの３つのカラーが設けられてもよい。サンプル
構成を例示すると、直径およそ０．６９３センチメートル（０．２７７インチ）の中心穴
を有する小さなカラーが、直径８．５ｍｍ～９．３ｍｍの範囲の内視鏡とともに使用され
る。およそ０．９５センチメートル（０．３８０インチ）の中心穴を備えた中程度のカラ
ーは、直径９．３ｍｍ～１０．２ｍｍの範囲の内視鏡に応える。直径１．０１３センチメ
ートル（０．４０５インチ）の中心穴を備えた大きなカラーは、直径１０．２ｍｍ～１０
．８ｍｍの内視鏡に使用される。
【００２４】
　カラー１４は、挿入部分３４と、調心スリーブ１５の直径よりも大きい大きな直径のフ
ランジ３６とを有する。カラーは、挿入部分３４を付属品内腔の基端内に押し込むことに
よって、組み立てられる。挿入部分３４の先端近傍に半径方向に外向きに突出する環状リ
ブ４０は、付属品内腔２０の内部表面を捕らえるように作用する。リブは、封止リング４
２を捕らえることが好ましく、封止リングは、所与のサイズの内視鏡との摩擦嵌合を提供
するために、製造業者によって付属品内腔２０に設けられてもよい。付属品の内腔２０内
に適所にアダプタ構成要素を備えて、製造業者から元々付属品が提供された封止リング４
２は、元々製造業者によって意図されたように直接内視鏡表面に接触しなくてもよいこと
に注意されたい。しかし、そのように装備されている場合には、封止リング４２は、アダ
プタカラー１４の挿入部分３４に係合し、シャフトと付属品との間に適切な摩擦係合を創
出する。さらに、付属品が、組織を付属品内に吸引するための吸引力を維持するために真
空封止を必要とするタイプである場合、たとえば、静脈瘤組織部分を吸引するために適切
な真空封止を必要とするバンド結紮のような場合には、成形しやすいカラーが、付属品と
内視鏡表面突起物の間に十分な気密封止を創出し、そのような真空を創出することを可能
にする。
【００２５】
　フランジ３６は、挿入部分が内腔２０内に完全に挿入されたときに、付属品２０に対し
て当接するのに十分に大きい。フランジは、前進する内視鏡表面が中心穴３２と摩擦接触
するために、カラーが内腔内に引っ張られるのを防止する。制御ケーブル４２の通過に適
応するためにカラーフランジの小さな部分を通って切り抜き３５が形成されてもよく、制
御ケーブルは、付属品１２を操作するために内視鏡２６の外部に沿って長手方向に延在し
てもよい。
【００２６】
　アダプタがキットの形態で提供される場合には、使用されている内視鏡の直径をユーザ
が識別するのを補助するために、内視鏡直径ゲージブロックが提供されてもよい。内視鏡
直径ゲージブロック６０の上面図が、図６に示される。ゲージブロックは、ゲージ穴の寸
法を保持することができるいずれの剛性材料から形成されてもよい。複数のゲージ穴６２
が設けられてもよく、各々が隣のものよりも大きな直径を有し、使用されている内視鏡の
直径をユーザが識別するのを補助する。ユーザは、内視鏡を穴内に挿入し、内視鏡シャフ
トが通って嵌る最小ゲージ穴を識別する。各ゲージ穴に対応する直径測定マーキング６４
は、ユーザのために、内視鏡が通り過ぎる穴の直径を識別する。内視鏡の直径が判れば、
ユーザは、アダプタを付属品に組み立てる際に調心スリーブとともに使用される適切なサ
イズのカラーを選択することができる。直径測定マーキングに加えて、各ゲージ穴は、ユ
ーザが測定し選択するのを容易にするために、数種類の色でコード化されたカラーに対応
するように色でコード化されてもよい。
【００２７】
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　図７は、アダプタシステムの構成要素を含むキット５０を示す。アダプタは数種類の構
成要素を具備するため、アダプタをキットとしてエンドユーザへ提供することがもっとも
便利であろう。キットは、調心スリーブ１５と、内視鏡サイズの範囲に嵌る数種類のカラ
ー１４と、を含まなければならない。加えて、キットには、上述のように、内視鏡直径ゲ
ージブロック６０が設けられてもよい。アダプタ構成要素はまた、内視鏡付属品１２と一
緒にキットとして提供されてもよい。図７に示されるように、キットは、アダプタ構成要
素と一緒に関連操作ハンドル５８とともに内視鏡付属品１２を具備する。キットの各アイ
テムは、他の通例の包装材料とともにプラスチックトレイに形成された成形レセプタクル
５６内に保持されてもよい。
【００２８】
　しかし、本発明の前述の説明は単に例示的なものであり、他の修正例、実施の形態およ
び等価物が、その精神から逸脱せず、当業者には明らかであることを、理解すべきである
。本発明をこのように説明してきたが、特許証によって請求し確保したいことは、特許請
求の範囲の通りである。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明のアダプタの側面図である。
【図２】図２Ａは装着アダプタの調心スリーブの等角図であり、図２Ｂは装着アダプタの
調心スリーブの正立面図であり、図２Ｃは装着アダプタの調心スリーブの側断面図であり
、図２Ｄは装着アダプタのカラーの等角図である。
【図３】内視鏡付属品内に挿入された本発明の装着アダプタの概略断面図である。
【図４】図４Ａは内視鏡付属品内に挿入された本発明の装着アダプタの概略断面図であり
、図４Ｂは内視鏡付属品内に挿入され内視鏡シャフト上に受け取られた本発明の装着アダ
プタの概略断面図である。
【図５】図５Ａは内視鏡の遠位端に取り付けられている付属品およびアダプタの等角図で
あり、図５Ｂは内視鏡の遠位端に装着された付属品およびアダプタの等角図である。
【図６】内視鏡直径ゲージブロックの上面図である。
【図７】本発明による内視鏡付属品装着アダプタキットの上面図である。
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